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凡
例

一  

敬
称
を
含
め
文
中
の
敬
称
、
固
有
名
詞
、
文
体
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
統
一
し
ま
し
た
。
年
号
に
つ
い
て
は
原

則
は
西
暦
と
し
、
引
用
文
の
場
合
は
和
暦
の
下
に
括
弧
で
西
暦
を
挿
入
し
ま
し
た
。

二
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
い
う
意
味
で
す
。
禁
教
前
に
は
、「
吉
利
支
丹
」
と
音

写
さ
れ
ま
し
た
が
、
禁
教
令
等
に
よ
る
弾
圧
に
伴
い
侮
蔑
を
込
め
て
「
切
死
丹
」、「
鬼
理
死
丹
」
と
い
う
当
て
字

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
側
の
意
味
で
は
、「
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
表
記
し
、
弾

圧
者
側
の
意
味
、
碑
文
で
は
「
切
支
丹
」
と
表
記
し
ま
し
た
。

三 

資
料
の
史
跡
所
在
地
図
案
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
史
跡
ま
で
の
交
通
手
段
は
一
例
で
す
。 

な
お
、
現
地
を
巡
礼
す

る
場
合
に
は
直
接
情
報
を
確
認
し
、
各
施
設
の
拝
観
の
許
可
が
必
要
な
場
合
は
事
前
に
許
可
を
得
た
上
で
訪
問
し

て
く
だ
さ
い
。
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１  
東
海
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
と
迫
害
の
歴
史

愛
知
県
・
尾
張
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン

　

尾
張
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
、
一
五
六
七
年
（
永
禄
十
）
頃
に
日
本
人
信

徒
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
に
よ
っ
て
、
そ
の
故
郷
の
海
東
郡
花
正
村
（
現
在
の
あ
ま
市
美
和

町
花
正
）
を
中
心
と
し
て
始
め
ら
れ
た
（
結
城
山
城
守
忠
正
は
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
よ
り
受

洗
。
尾
張
出
身
者
の
受
洗
第
一
号
で
あ
る
が
、
尾
張
で
の
布
教
の
実
績
は
な
い
）。

　

当
初
は
、
外
国
人
宣
教
師
の
訪
問
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
尾
張
西
部
の
農
村
部
で
続

け
ら
れ
て
い
た
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
は
ダ
リ
ヨ
高
山
飛
騨
守
図
書
（
友
照
）
に
仕
え
て
お
り
、

一
五
六
四
年
（
永
禄
七
年
六
月
）
頃
に
大
和
の
沢
城
（
大
和
国
宇
陀
郡
榛
原
町
字
沢
の

沢
山
に
あ
っ
た
。
近
鉄
山
田
線
「
榛
原
」
下
車
、
南
東
約
四
キ
ロ
）
で
イ
ル
マ
ン
・
ロ

レ
ン
ソ
か
ら
受
洗
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

が
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
一
五
四
九
年
（
天
文
十
八
）
か
ら
わ
ず
か
十
数
年
後

の
、
一
五
六
四
年
（
永
禄
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
は
、
受
洗
後
は
城
内
に
設
け
ら
れ
た
礼
拝
堂
の
堂
守
を
勤
め
て
い

た
が
、
沢
城
が
沢
氏
に
よ
っ
て
奪
回
さ
れ
た
後
は
、
す
で
に
六
十
歳
台
の
老
齢
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、帰
郷
し
て
余
生
を
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
捧
げ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
は
、
一
五
六
九
年
（
永
禄
十
二
）
の
春
、
近
親
者
二
名
を
伴
っ
て
京

都
に
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
い
る
。こ
の
二
名
は
フ
ロ
イ
ス
神
父
か
ら
受
洗
し
て
い
る
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
は
そ
の
後
も
時
々
、村
人
数
名
を
伴
っ
て
京
都
の
宣
教
師
を
訪
問
し
、

信
徒
を
増
や
し
た
。
洗
礼
は
京
都
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
尾
張

の
村
方
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
が
洗
礼
を
授
け
て
い
た
と
思
わ
れ
、
一
五
七
七
年
（
天

正
五
年
九
月
十
九
日
）
付
の
フ
ロ
イ
ス
の
書
簡
に
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
が
尾
張
で
男

女
小
児
合
わ
せ
て
約
三
百
名
を
受
洗
さ
せ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ら
の
切
望
に
応
え
て
花
正
を
訪
れ
た
最
初
の
宣
教
師
は
オ
ル
ガ
ン

チ
ノ
神
父
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
五
七
八
年
（
天
正
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
は

宣
教
師
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
尾
張
に
滞
在
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
尾
張
農
村
部

で
の
布
教
活
動
や
信
徒
団
の
育
成
は
、
全
て
そ
の
地
の
指
導
的
信
徒
に
ま
か
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
一
五
八
一
年
（
天
正
九
）、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ノ
が
高
槻
に
滞
在
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神
父
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あ
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が
、
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正
六
）
の
こ
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で
あ
っ
た
。
当
時
は

宣
教
師
が
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し
て
い
た
た
め
に
、
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張
に
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で
き
ず
、
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し
た
時
に
は
、
七
十
四
歳
ぐ
ら
い
の
老
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
も
尾
張
の
信
徒
た
ち
を
伴

い
、高
槻
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
最
後
の
情
報
で
あ
る（
資

料
1
）。

　

一
五
八
二
年
（
天
正
十
）
頃
か
ら
城
下
町
清
洲
で
は
武
士
階
級
と
町
人
層
に
も
キ

リ
シ
タ
ン
が
増
え
始
め
、
清
洲
を
中
心
と
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
も
盛
況
を
呈
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
何
よ
り
も
宣
教
師
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ぺ
デ

ス
神
父
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
（
パ
ウ
ロ
修
道
士
）
と
が
一
五
八
一
年
（
天
正
九
）
秋

か
ら
翌
年
に
か
け
て
美
濃
尾
張
で
精
力
的
に
布
教
し
た
こ
と
の
成
果
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
に
は
、
尾
張
西
部
農
村
の
多
く
の
若
い
キ
リ
シ
タ
ン
が
清
洲
に
出
て
武
士
や
町

人
の
数
に
加
わ
っ
た
可
能
性
も
否
定
し
が
た
い
。
同
時
期
に
、
小
牧
山
の
東
約
二
キ

ロ
の
二
重
堀
で
も
、
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
ら
の
十
六
日
間
に
も
及
ぶ
布
教
に
よ
っ
て
、

百
名
以
上
が
受
洗
し
て
い
る
。

一
五
八
一
年
（
天
正
九
）
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
巡
察
師
の
命
令
に
よ
り
、
セ
ス

ペ
デ
ス
神
父
が
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
ロ
と
と
も
に
美
濃
・
尾
張
地
方
を
訪
れ
、

宣
教
活
動
に
よ
り
多
数
の
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
と
フ
ロ
イ
ス
は
伝
え
て
い
る
。

一
五
八
二
年
（
天
正
十
）
春
、
彼
等
は
再
び
美
濃
尾
張
を
訪
れ
て
数
百
名
に
洗
礼
を
授

け
た
。
フ
ロ
イ
ス
が
伝
え
る
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
が
滞
在
し
た
「
フ
タ
イ
ベ
リ
」
と
は
何

処
で
あ
る
か
。
岐
阜
よ
り
七
レ
グ
ワ
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
七

レ
グ
ワ
即
ち
約
七
里
、
二
十
八
キ
ロ
に
あ
る
小
牧
市
二
重
堀
と
さ
れ
る
（
資
料
2
）。

　

一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
年
三
月
）、
豊
臣
秀
吉
は
九
州
平
定
に
乗
り
出
し
、
五
月

八
日
に
九
州
全
域
を
支
配
下
に
収
め
た
が
、
統
一
政
権
が
成
立
す
る
頃
に
は
宣
教
師
の

布
教
方
針
に
疑
問
を
感
じ
、
六
月
十
九
日
に
伴
天
連
追
放
令
を
発
令
す
る
（
清
水
紘
一　

『
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
史
』）。

清
洲
は
一
五
八
二
年
（
天
正
十
）
以
来
、
織
田
信
雄
が
ひ
そ
か
に
秀
吉
に
対
抗
す
る

勢
力
を
育
て
て
い
た
町
で
あ
り
、
革
新
と
復
興
の
若
い
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

こ
の
頃
、
尾
張
か
ら
上
洛
し
た
コ
ス
メ
竹
屋
、
パ
ウ
ロ
茨
木
、
ル
ド
ビ
コ
茨
木
、
レ

オ 

ン
烏
丸
、
パ
ウ
ロ
鈴
木
の
五
名
は
京
都
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
宣
教
を
積
極
的
に

助
け
た
。
や
が
て
一
五
九
七
年
二
月
五
日
（
慶
長
二
年
十
二
月
十
九
日
）
に
長
崎
で
彼

ら
を
含
め
た
二
十
六
名
が
殉
教
し
た
。
日
本
人
殉
教
者
二
〇
名
の
中
に
は
、
尾
張
出
身
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父
ら
の
十
六
日
間
に
も
及
ぶ
布
教
に
よ
っ
て
、

百
名
以
上
が
受
洗
し
て
い
る
。

一
五
八
一
年
（
天
正
九
）
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
巡
察
師
の
命
令
に
よ
り
、
セ
ス

ペ
デ
ス
神
父
が
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
ロ
と
と
も
に
美
濃
・
尾
張
地
方
を
訪
れ
、

宣
教
活
動
に
よ
り
多
数
の
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
と
フ
ロ
イ
ス
は
伝
え
て
い
る
。

一
五
八
二
年
（
天
正
十
）
春
、
彼
等
は
再
び
美
濃
尾
張
を
訪
れ
て
数
百
名
に
洗
礼
を
授

け
た
。
フ
ロ
イ
ス
が
伝
え
る
セ
ス
ペ
デ
ス
神
父
が
滞
在
し
た
「
フ
タ
イ
ベ
リ
」
と
は
何

処
で
あ
る
か
。
岐
阜
よ
り
七
レ
グ
ワ
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
七

レ
グ
ワ
即
ち
約
七
里
、
二
十
八
キ
ロ
に
あ
る
小
牧
市
二
重
堀
と
さ
れ
る
（
資
料
2
）。

　

一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
年
三
月
）、
豊
臣
秀
吉
は
九
州
平
定
に
乗
り
出
し
、
五
月

八
日
に
九
州
全
域
を
支
配
下
に
収
め
た
が
、
統
一
政
権
が
成
立
す
る
頃
に
は
宣
教
師
の

布
教
方
針
に
疑
問
を
感
じ
、
六
月
十
九
日
に
伴
天
連
追
放
令
を
発
令
す
る
（
清
水
紘
一　

『
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
史
』）。

清
洲
は
一
五
八
二
年
（
天
正
十
）
以
来
、
織
田
信
雄
が
ひ
そ
か
に
秀
吉
に
対
抗
す
る

勢
力
を
育
て
て
い
た
町
で
あ
り
、
革
新
と
復
興
の
若
い
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

こ
の
頃
、
尾
張
か
ら
上
洛
し
た
コ
ス
メ
竹
屋
、
パ
ウ
ロ
茨
木
、
ル
ド
ビ
コ
茨
木
、
レ

オ 

ン
烏
丸
、
パ
ウ
ロ
鈴
木
の
五
名
は
京
都
で
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
宣
教
を
積
極
的
に

助
け
た
。
や
が
て
一
五
九
七
年
二
月
五
日
（
慶
長
二
年
十
二
月
十
九
日
）
に
長
崎
で
彼

ら
を
含
め
た
二
十
六
名
が
殉
教
し
た
。
日
本
人
殉
教
者
二
〇
名
の
中
に
は
、
尾
張
出
身
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者
五
名
と
伊
勢
出
身
者
五
名
が
い
る
。
五
名
の
尾
張
出
身
者
は
、
そ
の
教
養
や
進
取
の

態
度
な
ど
か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
も
清
洲
の
武
士
層
お
よ
び
町
人
層
の
出
身
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
一
五
九
二
年
（
文
禄
元
）
に
尾
張
の
領
主
が
織
田
信
雄
か
ら

豊
臣
秀
次
に
変
わ
り
、
清
洲
の
武
士
層
が
大
き
く
更
迭
さ
せ
ら
れ
た
時
か
、
あ
る
い

は
一
五
九
五
年
（
文
禄
四
）
の
秀
次
の
失
脚
後
、
福
島
正
則
が
尾
張
二
十
四
万
石
の

領
主
に
な
っ
た
頃
に
、
上
方
へ
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
清
洲
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
は

一
五
八
〇
年
代
に
活
気
を
呈
し
た
が
、
反
対
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
亡
き
後
の
花
正
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
農
村
で
は
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
起
こ
っ
た
厳
し
い
迫

害
に
お
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
花
正
の
北
二
キ
ロ
ほ
ど
の
北
島
村
や
南
三
キ
ロ
半
ほ

ど
の
桂
村
で
検
挙
さ
れ
て
い
る
の
に
、
花
正
と
そ
の
周
辺
村
落
か
ら
は
、
蜂
須
賀
家
政

の
出
身
地
で
あ
る
蜂
須
賀
村
や
福
島
正
則
の
出
身
地
の
福
島
村
も
含
め
て
、
一
名
も
検

挙
さ
れ
て
い
な
い
。
清
洲
を
訪
れ
た
宣
教
師
が
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
七
キ
ロ
し
か
離
れ

て
い
な
い
花
正
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
理
解
者
で
あ
っ
た
福
島
正
則
は
清

洲
か
ら
安
芸
へ
と
転
封
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
態
は
勢
力
を
保
っ
て
い
た
清
洲
の
キ
リ
シ

タ
ン
宗
門
の
衰
微
を
も
ら
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
新
領
主
の
松
平
薩
摩
守
忠
吉
（
家
康

の
四
男
）
と
そ
の
家
臣
団
が
尾
張
の
人
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
関
ヶ
原
合
戦

後
に
生
じ
た
形
勢
の
変
化
も
あ
っ
て
、
尾
張
人
は
何
よ
り
も
新
た
な
支
配
者
の
機
嫌
を

そ
こ
ね
な
い
よ
う
に
自
粛
に
努
め
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
新
領
主
は
ま
も
な
く
キ
リ

シ
タ
ン
信
徒
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
宣
教
師
が
清
洲
に
来
る
の
を
歓
迎
す
る
対
策
を

講
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
の
一
六
〇
七
年

の
項
に
は
、「
パ
エ
ス
神
父
は
帰
途
、
主
と
し
て
清
洲
の
町
に
い
た
尾
張
の
キ
リ
シ
タ

ン
を
訪
問
し
た
。
毎
年
京
都
か
ら
一
名
の
神
父
が
行
っ
て
は
彼
ら
を
訪
問
し
て
い
た
こ

と
と
て
、
彼
ら
は
驚
く
ほ
ど
堅
い
信
仰
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
「
京
都

か
ら
美
濃
尾
張
に
伝
道
が
行
わ
れ
た
。
尾
張
の
大
名
で
薩
摩
守
と
称
し
て
い
た
公
方
の

子
は
、
甚
だ
神
父
を
優
遇
し
、
天
主
堂
の
再
建
を
許
可
し
た
。
後
、
神
父
の
京
都
に
帰

る
や
、
彼
は
鷹
狩
で
獲
た
野
鴨
を
贈
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
国
で
は
容
易
な
ら
ぬ
好
意
で

あ
っ
た
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

忠
吉
の
示
し
た
こ
の
異
例
の
好
意
は
、
な
に
よ
り
も
清
洲
に
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
忠
吉
も
一
六
〇
七
年
（
慶
長
十
二
）
春
に
江

戸
で
病
死
し
、
一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
）
秋
に
名
古
屋
城
が
落
成
し
て
清
洲
の
町
民

カトリック名古屋教区本部・キリシタン史料室 
川上金治氏が集めた石川県志賀町火打谷の雲井家の蔵に
あったキリシタン遺物を中心に平田義雄師が受け継いだ。
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者
五
名
と
伊
勢
出
身
者
五
名
が
い
る
。
五
名
の
尾
張
出
身
者
は
、
そ
の
教
養
や
進
取
の

態
度
な
ど
か
ら
す
る
と
、
い
ず
れ
も
清
洲
の
武
士
層
お
よ
び
町
人
層
の
出
身
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
一
五
九
二
年
（
文
禄
元
）
に
尾
張
の
領
主
が
織
田
信
雄
か
ら

豊
臣
秀
次
に
変
わ
り
、
清
洲
の
武
士
層
が
大
き
く
更
迭
さ
せ
ら
れ
た
時
か
、
あ
る
い

は
一
五
九
五
年
（
文
禄
四
）
の
秀
次
の
失
脚
後
、
福
島
正
則
が
尾
張
二
十
四
万
石
の

領
主
に
な
っ
た
頃
に
、
上
方
へ
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
清
洲
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
は

一
五
八
〇
年
代
に
活
気
を
呈
し
た
が
、
反
対
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
亡
き
後
の
花
正
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
農
村
で
は
、
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
起
こ
っ
た
厳
し
い
迫

害
に
お
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
花
正
の
北
二
キ
ロ
ほ
ど
の
北
島
村
や
南
三
キ
ロ
半
ほ

ど
の
桂
村
で
検
挙
さ
れ
て
い
る
の
に
、
花
正
と
そ
の
周
辺
村
落
か
ら
は
、
蜂
須
賀
家
政

の
出
身
地
で
あ
る
蜂
須
賀
村
や
福
島
正
則
の
出
身
地
の
福
島
村
も
含
め
て
、
一
名
も
検

挙
さ
れ
て
い
な
い
。
清
洲
を
訪
れ
た
宣
教
師
が
、
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
七
キ
ロ
し
か
離
れ

て
い
な
い
花
正
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
）、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
理
解
者
で
あ
っ
た
福
島
正
則
は
清

洲
か
ら
安
芸
へ
と
転
封
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
態
は
勢
力
を
保
っ
て
い
た
清
洲
の
キ
リ
シ

タ
ン
宗
門
の
衰
微
を
も
ら
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
新
領
主
の
松
平
薩
摩
守
忠
吉
（
家
康

の
四
男
）
と
そ
の
家
臣
団
が
尾
張
の
人
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
関
ヶ
原
合
戦

後
に
生
じ
た
形
勢
の
変
化
も
あ
っ
て
、
尾
張
人
は
何
よ
り
も
新
た
な
支
配
者
の
機
嫌
を

そ
こ
ね
な
い
よ
う
に
自
粛
に
努
め
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
新
領
主
は
ま
も
な
く
キ
リ

シ
タ
ン
信
徒
を
安
心
さ
せ
る
た
め
に
、
宣
教
師
が
清
洲
に
来
る
の
を
歓
迎
す
る
対
策
を

講
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
の
一
六
〇
七
年

の
項
に
は
、「
パ
エ
ス
神
父
は
帰
途
、
主
と
し
て
清
洲
の
町
に
い
た
尾
張
の
キ
リ
シ
タ

ン
を
訪
問
し
た
。
毎
年
京
都
か
ら
一
名
の
神
父
が
行
っ
て
は
彼
ら
を
訪
問
し
て
い
た
こ

と
と
て
、
彼
ら
は
驚
く
ほ
ど
堅
い
信
仰
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
「
京
都

か
ら
美
濃
尾
張
に
伝
道
が
行
わ
れ
た
。
尾
張
の
大
名
で
薩
摩
守
と
称
し
て
い
た
公
方
の

子
は
、
甚
だ
神
父
を
優
遇
し
、
天
主
堂
の
再
建
を
許
可
し
た
。
後
、
神
父
の
京
都
に
帰

る
や
、
彼
は
鷹
狩
で
獲
た
野
鴨
を
贈
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
国
で
は
容
易
な
ら
ぬ
好
意
で

あ
っ
た
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

忠
吉
の
示
し
た
こ
の
異
例
の
好
意
は
、
な
に
よ
り
も
清
洲
に
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
忠
吉
も
一
六
〇
七
年
（
慶
長
十
二
）
春
に
江

戸
で
病
死
し
、
一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
）
秋
に
名
古
屋
城
が
落
成
し
て
清
洲
の
町
民

カトリック名古屋教区本部・キリシタン史料室 
川上金治氏が集めた石川県志賀町火打谷の雲井家の蔵に
あったキリシタン遺物を中心に平田義雄師が受け継いだ。
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が
名
古
屋
へ
移
さ
れ
る「
清
洲
越
し
」が
起
こ
っ
た
後
、清
洲
は
一
六
一
五
年（
元
和
元
）

頃
に
は
す
っ
か
り
寂
れ
、
町
人
層
に
残
っ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
も
土
台
を
失
っ
て

衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

京
都
や
長
崎
で
は
尾
張
出
身
の
殉
教
者
が
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
清
洲
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
多
く
は
、十
六
世
紀
の
末
か
十
七
世
紀
の
初
め
に
、上
方
や
西
国
方
面
へ
移
っ

て
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
六
一
二
年
（
慶
長
十
七
年
三
月
十
七
日
）、
家
康
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
の
触
状

を
通
達
。
同
八
月
六
日
、
全
文
五
ヶ
条
の
法
度
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
布
達
す
る
。

一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
年
十
二
月
）、
家
康
が
宣
教
師
追
放
令
を
公
布
す
る
と
、

尾
張
藩
は
こ
れ
を
受
け
て
禁
教
政
策
を
と
り
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
迫
害
を
開
始
し

た
。
し
か
し
、
教
養
あ
る
武
士
層
や
町
民
層
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
部
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

の
よ
う
に
尾
張
の
農
村
部
に
住
み
つ
い
て
迫
害
の
嵐
の
も
と
、
ひ
そ
か
に
新
し
い
信
仰

集
団
を
組
織
し
活
動
を
広
め
て
い
た
。
一
六
一
九
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
は
、
京
都

在
住
の
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
の
一
名
が
、江
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
た
帰
り
に
駿
河
、

尾
張
、
美
濃
、
近
江
を
巡
回
し
、
少
な
か
ら
ぬ
名
誉
を
担
っ
て
帰
京
し
た
と
い
う
記
事

が
載
っ
て
い
る
が
、
神
父
は
そ
の
際
、
尾
張
農
村
部
に
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
に
は
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
神
父
が
、
ま
た

一
六
二
一
年
と
二
二
年
に
は
日
本
人
神
父
結
城
デ
ィ
エ
ゴ
が
、
美
濃
と
尾
張
の
キ
リ
シ

タ
ン
を
訪
問
し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
訪
問
し
た
の
は
、
も
は
や
花
正
で
は
な
く
、
一
宮

と
そ
の
周
辺
の
農
村
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
年
間
と
寛
文
年
間
に
は
、
一
宮
と

そ
の
北
部
な
ら
び
に
東
部
の
葉
栗
郡
、
丹
羽
郡
、
春
日
井
郡
か
ら
、
非
常
に
多
く
の
キ

リ
シ
タ
ン
が
検
挙
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
一
宮
に
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
の

談
話
会
を
指
導
し
て
い
た
の
は
、
コ
ス
モ
道
閑
や
パ
ウ
ロ
兵
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
二
名
も
ほ
ど
な
く
捕
縛
さ
れ
た
。

　

一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
に
は
、
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
五
十
七
名
が
検
挙
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
コ
ス
モ
道
閑
、
兵
右
衛
門
、
庄
五
郎
と
高
木
村
の
久
三
郎
の
四
名
は
、
一
緒

に
縛
に
つ
い
た
者
た
ち
の
中
で
も
特
に
罪
が
重
い
と
み
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
も
な
く
一

宮
で
火
炙
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
尾
張
藩
で
は
火
刑
は
一
度
き
り
で
あ
り
、
処
刑
地

は
現
在
の
一
宮
市
緑
二
丁
目
の
一
本
松
塚
遺
跡
で
あ
る
。
残
り
の
五
十
三
名
も
赦
免
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
尾
張
藩
は
こ
の
年
さ
ら
に
九
名
を
処
刑
し
た
ほ
か
、
江
戸
表
へ

四
十
四
名
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
時
に
、
主
だ
っ
た
指
導
者
を
処
刑
し
て
し
ま
え
ば
、
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が
名
古
屋
へ
移
さ
れ
る「
清
洲
越
し
」が
起
こ
っ
た
後
、清
洲
は
一
六
一
五
年（
元
和
元
）

頃
に
は
す
っ
か
り
寂
れ
、
町
人
層
に
残
っ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
も
土
台
を
失
っ
て

衰
退
し
て
し
ま
っ
た
。

京
都
や
長
崎
で
は
尾
張
出
身
の
殉
教
者
が
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
清
洲
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
多
く
は
、十
六
世
紀
の
末
か
十
七
世
紀
の
初
め
に
、上
方
や
西
国
方
面
へ
移
っ

て
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
六
一
二
年
（
慶
長
十
七
年
三
月
十
七
日
）、
家
康
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
の
触
状

を
通
達
。
同
八
月
六
日
、
全
文
五
ヶ
条
の
法
度
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
布
達
す
る
。

一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
年
十
二
月
）、
家
康
が
宣
教
師
追
放
令
を
公
布
す
る
と
、

尾
張
藩
は
こ
れ
を
受
け
て
禁
教
政
策
を
と
り
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
迫
害
を
開
始
し

た
。
し
か
し
、
教
養
あ
る
武
士
層
や
町
民
層
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
部
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

の
よ
う
に
尾
張
の
農
村
部
に
住
み
つ
い
て
迫
害
の
嵐
の
も
と
、
ひ
そ
か
に
新
し
い
信
仰

集
団
を
組
織
し
活
動
を
広
め
て
い
た
。
一
六
一
九
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
は
、
京
都

在
住
の
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
の
一
名
が
、江
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
た
帰
り
に
駿
河
、

尾
張
、
美
濃
、
近
江
を
巡
回
し
、
少
な
か
ら
ぬ
名
誉
を
担
っ
て
帰
京
し
た
と
い
う
記
事

が
載
っ
て
い
る
が
、
神
父
は
そ
の
際
、
尾
張
農
村
部
に
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
問
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
に
は
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
神
父
が
、
ま
た

一
六
二
一
年
と
二
二
年
に
は
日
本
人
神
父
結
城
デ
ィ
エ
ゴ
が
、
美
濃
と
尾
張
の
キ
リ
シ

タ
ン
を
訪
問
し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
訪
問
し
た
の
は
、
も
は
や
花
正
で
は
な
く
、
一
宮

と
そ
の
周
辺
の
農
村
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
年
間
と
寛
文
年
間
に
は
、
一
宮
と

そ
の
北
部
な
ら
び
に
東
部
の
葉
栗
郡
、
丹
羽
郡
、
春
日
井
郡
か
ら
、
非
常
に
多
く
の
キ

リ
シ
タ
ン
が
検
挙
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
一
宮
に
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
の

談
話
会
を
指
導
し
て
い
た
の
は
、
コ
ス
モ
道
閑
や
パ
ウ
ロ
兵
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
二
名
も
ほ
ど
な
く
捕
縛
さ
れ
た
。

　

一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
に
は
、
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
五
十
七
名
が
検
挙
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
コ
ス
モ
道
閑
、
兵
右
衛
門
、
庄
五
郎
と
高
木
村
の
久
三
郎
の
四
名
は
、
一
緒

に
縛
に
つ
い
た
者
た
ち
の
中
で
も
特
に
罪
が
重
い
と
み
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
も
な
く
一

宮
で
火
炙
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
尾
張
藩
で
は
火
刑
は
一
度
き
り
で
あ
り
、
処
刑
地

は
現
在
の
一
宮
市
緑
二
丁
目
の
一
本
松
塚
遺
跡
で
あ
る
。
残
り
の
五
十
三
名
も
赦
免
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
尾
張
藩
は
こ
の
年
さ
ら
に
九
名
を
処
刑
し
た
ほ
か
、
江
戸
表
へ

四
十
四
名
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
時
に
、
主
だ
っ
た
指
導
者
を
処
刑
し
て
し
ま
え
ば
、
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教
養
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
衆
は
自
然
に
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
結
果
は
そ
の
逆
で
、
農
民
の
間
か
ら
は
そ
の
後
道
閑
の
や
り
方
を
ま

ね
て
法
を
説
く
者
が
出
、
洗
礼
を
受
け
る
者
も
次
々
と
現
れ
て
、
宣
教
師
の
来
訪
が
途

絶
え
た
後
も
布
教
活
動
は
ひ
そ
か
に
続
け
ら
れ
て
い
た
。

一
六
六
一
～
一
六
七
二
年
に
及
ぶ
寛
文
年
間
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
検
挙
の
発
端
は
、

一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
三
月
一
日
）
に
旗
本
の
林
権
左
衛
門
が
江
戸
か
ら
名
古
屋
へ

使
者
を
立
て
、「
私
の
領
分
濃
州
塩
、
帷
子
に
吉
利
支
丹
が
い
る
の
で
貴
藩
の
手
で
取

り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
た
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
庄
屋
手
控
帳
）。

尾
張
藩
は
こ
れ
を
受
け
て
、
足
軽
大
将
田
辺
四
郎
右
衛
門
ら
二
十
名
が
三
月
一
日
夜
に

名
古
屋
城
を
出
発
、
未
明
に
塩
村
に
着
き
、
四
日
ま
で
に
二
十
四
名
を
召
し
捕
り
、
連

れ
帰
っ
た
。
検
挙
の
嵐
は
尾
張
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
の
九
十
三
ヶ
村
に
及
び
、
丹
羽
郡

内
で
は
七
十
五
ヶ
村
に
及
ん
だ
。
ま
た
尾
北
地
域
で
は
現
在
の
犬
山
市
の
五
郎
丸
・
高

橋
・
木
津
・
犬
山
・
橋
爪
・
善
師
野
・
楽
田
の
村
々
、
扶
桑
町
の
下
野
（
後
の
高
雄
）・

高
木
・
斎
藤
・
柏
森
・
小
渕
な
ど
の
村
々
も
、追
捕
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
六
六
四
年
（
寛

文
四
年
二
月
三
日
）
に
は
、
名
古
屋
の
千
本
松
原
（
現
在
の
栄
國
寺
周
辺
）
で
キ
リ
シ

タ
ン
信
徒
の
男
女
二
百
余
名
が
斬
罪
に
処
さ
れ
た
。
尾
張
藩
の
宗
門
改
め
は
こ
の
年
か

ら
、九
州
と
同
様
に
毎
年
二
月
と
十
一
月
の
二
回
と
定
め
ら
れ
、一
六
六
八
年（
寛
文
八
）

ま
で
続
い
た
。
一
六
七
〇
年
以
降
は
、
検
挙
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
処
刑
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
（
青
山
玄 　
『
尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
史
跡
め
ぐ
り
の
し
お
り
』）。

愛
知
県
・
三
河
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン

　

一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
）、
豊
臣
秀
吉
は
徳
川
家
康
を
関
東
に
移
封
す
る
と
、
三

河
の
地
に
は
岡
崎
に
近
江
出
身
の
田
中
吉
政
を
、
吉
田
（
現
・
豊
橋
市
）
に
は
池
田
輝

政
を
入
れ
た
。
当
時
、
近
江
に
は
織
田
信
長
に
保
護
さ
れ
て
き
た
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン

が
い
た
の
で
、
岡
崎
で
も
近
江
出
身
で
あ
る
吉
政
の
家
臣
団
を
主
体
と
し
た
キ
リ
シ
タ

ン
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
宣
教
師
も
度
々
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
国
武
将
田
中

吉
政
は
、岡
崎
城
で
の
藩
制
の
実
績
と
生
き
方
の
状
況
か
ら
見
て
、キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
吉
政
転
封
先
で
あ
る
肥
後
柳
川
、真
勝
寺
の
「
床
下
墓
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
受
難
の
時
代
の
「
地
下
墳
墓
」（
カ
タ
コ
ン
ベ
）
で
あ
り
、
禁
教
時

代
の
信
仰
の
苦
渋
の
姿
を
残
す
墓
で
あ
る
（
資
料
3
）。

《板踏絵》
「エッチェ・ホモ」《板踏絵》「ピエタ」「聖母子像」

《真鍮踏絵》

「ピエタ」

《真鍮踏絵》

「ロザリオの聖母」
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教
養
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
衆
は
自
然
に
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
結
果
は
そ
の
逆
で
、
農
民
の
間
か
ら
は
そ
の
後
道
閑
の
や
り
方
を
ま

ね
て
法
を
説
く
者
が
出
、
洗
礼
を
受
け
る
者
も
次
々
と
現
れ
て
、
宣
教
師
の
来
訪
が
途

絶
え
た
後
も
布
教
活
動
は
ひ
そ
か
に
続
け
ら
れ
て
い
た
。

一
六
六
一
～
一
六
七
二
年
に
及
ぶ
寛
文
年
間
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
検
挙
の
発
端
は
、

一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
三
月
一
日
）
に
旗
本
の
林
権
左
衛
門
が
江
戸
か
ら
名
古
屋
へ

使
者
を
立
て
、「
私
の
領
分
濃
州
塩
、
帷
子
に
吉
利
支
丹
が
い
る
の
で
貴
藩
の
手
で
取

り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
た
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
庄
屋
手
控
帳
）。

尾
張
藩
は
こ
れ
を
受
け
て
、
足
軽
大
将
田
辺
四
郎
右
衛
門
ら
二
十
名
が
三
月
一
日
夜
に

名
古
屋
城
を
出
発
、
未
明
に
塩
村
に
着
き
、
四
日
ま
で
に
二
十
四
名
を
召
し
捕
り
、
連

れ
帰
っ
た
。
検
挙
の
嵐
は
尾
張
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
の
九
十
三
ヶ
村
に
及
び
、
丹
羽
郡

内
で
は
七
十
五
ヶ
村
に
及
ん
だ
。
ま
た
尾
北
地
域
で
は
現
在
の
犬
山
市
の
五
郎
丸
・
高

橋
・
木
津
・
犬
山
・
橋
爪
・
善
師
野
・
楽
田
の
村
々
、
扶
桑
町
の
下
野
（
後
の
高
雄
）・

高
木
・
斎
藤
・
柏
森
・
小
渕
な
ど
の
村
々
も
、追
捕
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
六
六
四
年
（
寛

文
四
年
二
月
三
日
）
に
は
、
名
古
屋
の
千
本
松
原
（
現
在
の
栄
國
寺
周
辺
）
で
キ
リ
シ

タ
ン
信
徒
の
男
女
二
百
余
名
が
斬
罪
に
処
さ
れ
た
。
尾
張
藩
の
宗
門
改
め
は
こ
の
年
か

ら
、九
州
と
同
様
に
毎
年
二
月
と
十
一
月
の
二
回
と
定
め
ら
れ
、一
六
六
八
年（
寛
文
八
）

ま
で
続
い
た
。
一
六
七
〇
年
以
降
は
、
検
挙
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
処
刑
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
（
青
山
玄 　
『
尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
史
跡
め
ぐ
り
の
し
お
り
』）。

愛
知
県
・
三
河
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン

　

一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
）、
豊
臣
秀
吉
は
徳
川
家
康
を
関
東
に
移
封
す
る
と
、
三

河
の
地
に
は
岡
崎
に
近
江
出
身
の
田
中
吉
政
を
、
吉
田
（
現
・
豊
橋
市
）
に
は
池
田
輝

政
を
入
れ
た
。
当
時
、
近
江
に
は
織
田
信
長
に
保
護
さ
れ
て
き
た
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン

が
い
た
の
で
、
岡
崎
で
も
近
江
出
身
で
あ
る
吉
政
の
家
臣
団
を
主
体
と
し
た
キ
リ
シ
タ

ン
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
宣
教
師
も
度
々
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
国
武
将
田
中

吉
政
は
、岡
崎
城
で
の
藩
制
の
実
績
と
生
き
方
の
状
況
か
ら
見
て
、キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
吉
政
転
封
先
で
あ
る
肥
後
柳
川
、真
勝
寺
の
「
床
下
墓
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
受
難
の
時
代
の
「
地
下
墳
墓
」（
カ
タ
コ
ン
ベ
）
で
あ
り
、
禁
教
時

代
の
信
仰
の
苦
渋
の
姿
を
残
す
墓
で
あ
る
（
資
料
3
）。
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田
中
吉
政
と
同
時
に
三
河
に
入
封
し
た
吉
田
城
主
池
田
輝
政
の
一
族
に
、
池
田
丹
後

守
教
正（
洗
礼
名
シ
メ
オ
ン
）と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
が
い
た
。
教
正
の
感
化
に
よ
っ

て
、
池
田
一
族
の
家
臣
団
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
武
士
が
多
く
い
た
と
い
う
。
こ

れ
に
対
し
て
、
岡
崎
や
吉
田
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
土
地
の
人
々
に
あ
ま
り
浸
透
せ
ず
、

そ
の
影
響
も
家
臣
団
内
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

宣
教
師
が
三
河
で
布
教
活
動
を
し
た
の
は
、
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
）
パ
シ
オ
神

父
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
）
に
は
、
駿

河
か
ら
の
帰
途
、
宣
教
師
が
三
河
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
ね
て
い
る
。
翌
年
に
は
、
関
東
、

上
野
か
ら
戻
る
途
中
の
伏
見
の
宣
教
師
が
、
美
濃
、
尾
張
、
三
河
、
駿
河
、
武
蔵
を
訪

問
し
、
全
部
で
成
人
二
百
七
十
名
が
受
洗
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

徳
川
家
康
が
天
下
を
と
っ
て
江
戸
を
開
府
す
る
と
、
三
河
は
家
康
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
岡
崎
に
は
腹
心
の
本
多
氏
、
吉
田
に
は
松
平
氏
を
配
置
し
た
。
江
戸

幕
府
と
尾
張
藩
と
に
守
ら
れ
た
こ
の
安
全
地
帯
の
三
河
は
、
非
常
に
多
く
の
譜
代
の
小

藩
、
直
轄
地
、
旗
本
領
、
社
寺
領
が
複
雑
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
領
主
の
交
替
も
た
え

ず
行
わ
れ
て
い
た
。
御
油
（
現
・
豊
川
市
御
油
町
）、
吉
田
（
現
・
豊
橋
市
）、
牛
久
保

（
現
・
豊
川
市
牛
久
保
町
）、
丸
山
（
現
・
岡
崎
市
丸
山
町
）
は
、
い
ず
れ
も
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
所
で
あ
る
。京
の
宣
教
師
た
ち
が
江
戸
方
面
と
の
往
復
の
途
中
、

こ
こ
で
宣
教
活
動
し
た
結
果
、
三
河
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
後
は
、
三
河
に
お
い
て
も
か
な
り
厳
し
い
弾
圧
が
行
わ
れ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
の
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
・
下
』
に
は
、

一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
に
「
三
河
で
五
人
、
御
油
で
五
人
、
吉
田
で
二
人
、
牛
久
保

で
一
人
、
丸
山
で
一
人
、
千
々
岩
（
新
城
カ
）
で
二
人
の
殉
教
者
が
あ
っ
た
」
と
す
る

記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
三
河
地
方
唯
一
の
殉
教
者
記
録
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
時
の
殉
教
者
の
う
ち
の
一
人
は
、
吉
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
の
九
太
夫

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
田
城
主
で
あ
っ
た
松
平
主
殿
守
忠
利
の
『
忠
利
公
御

日
記
写
』
に
記
述
が
あ
り
、
日
本
側
の
資
料
で
は
、
九
大
夫
は
こ
の
時
の
殉
教
者
の
う

ち
で
た
だ
ひ
と
り
裏
付
け
の
取
れ
る
存
在
で
あ
る
。
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田
中
吉
政
と
同
時
に
三
河
に
入
封
し
た
吉
田
城
主
池
田
輝
政
の
一
族
に
、
池
田
丹
後

守
教
正（
洗
礼
名
シ
メ
オ
ン
）と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
が
い
た
。
教
正
の
感
化
に
よ
っ

て
、
池
田
一
族
の
家
臣
団
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
武
士
が
多
く
い
た
と
い
う
。
こ

れ
に
対
し
て
、
岡
崎
や
吉
田
で
は
キ
リ
ス
ト
教
は
土
地
の
人
々
に
あ
ま
り
浸
透
せ
ず
、

そ
の
影
響
も
家
臣
団
内
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

宣
教
師
が
三
河
で
布
教
活
動
を
し
た
の
は
、
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
）
パ
シ
オ
神

父
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
一
六
一
〇
年
（
慶
長
十
五
）
に
は
、
駿

河
か
ら
の
帰
途
、
宣
教
師
が
三
河
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
訪
ね
て
い
る
。
翌
年
に
は
、
関
東
、

上
野
か
ら
戻
る
途
中
の
伏
見
の
宣
教
師
が
、
美
濃
、
尾
張
、
三
河
、
駿
河
、
武
蔵
を
訪

問
し
、
全
部
で
成
人
二
百
七
十
名
が
受
洗
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

徳
川
家
康
が
天
下
を
と
っ
て
江
戸
を
開
府
す
る
と
、
三
河
は
家
康
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
岡
崎
に
は
腹
心
の
本
多
氏
、
吉
田
に
は
松
平
氏
を
配
置
し
た
。
江
戸

幕
府
と
尾
張
藩
と
に
守
ら
れ
た
こ
の
安
全
地
帯
の
三
河
は
、
非
常
に
多
く
の
譜
代
の
小

藩
、
直
轄
地
、
旗
本
領
、
社
寺
領
が
複
雑
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
領
主
の
交
替
も
た
え

ず
行
わ
れ
て
い
た
。
御
油
（
現
・
豊
川
市
御
油
町
）、
吉
田
（
現
・
豊
橋
市
）、
牛
久
保

（
現
・
豊
川
市
牛
久
保
町
）、
丸
山
（
現
・
岡
崎
市
丸
山
町
）
は
、
い
ず
れ
も
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
所
で
あ
る
。京
の
宣
教
師
た
ち
が
江
戸
方
面
と
の
往
復
の
途
中
、

こ
こ
で
宣
教
活
動
し
た
結
果
、
三
河
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
後
は
、
三
河
に
お
い
て
も
か
な
り
厳
し
い
弾
圧
が
行
わ
れ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
の
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
・
下
』
に
は
、

一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
に
「
三
河
で
五
人
、
御
油
で
五
人
、
吉
田
で
二
人
、
牛
久
保

で
一
人
、
丸
山
で
一
人
、
千
々
岩
（
新
城
カ
）
で
二
人
の
殉
教
者
が
あ
っ
た
」
と
す
る

記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
三
河
地
方
唯
一
の
殉
教
者
記
録
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
時
の
殉
教
者
の
う
ち
の
一
人
は
、
吉
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
の
九
太
夫

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
田
城
主
で
あ
っ
た
松
平
主
殿
守
忠
利
の
『
忠
利
公
御

日
記
写
』
に
記
述
が
あ
り
、
日
本
側
の
資
料
で
は
、
九
大
夫
は
こ
の
時
の
殉
教
者
の
う

ち
で
た
だ
ひ
と
り
裏
付
け
の
取
れ
る
存
在
で
あ
る
。
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岐
阜
県
・
美
濃
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン

美
濃
地
方
の
宣
教
の
記
録
に
一
五
六
〇
年
（
永
禄
三
）
大
桑
の
城
主
土
岐
頼
藝
（
よ

り
な
り
）
の
弟
が
上
洛
し
た
時
、
こ
れ
に
従
っ
た
小
池
備
後
守
、
山
田
庄
左
衛
門
の
両

名
が
京
都
で
洗
礼
を
受
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
問
答
、
戒
律
、
洗
礼
式
、
葬
礼
式
等

を
写
し
て
美
濃
国
へ
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
ダ
リ
ヨ
高
山
飛

騨
守
が
美
濃
国
に
来
た
り
、
禅
宗
の
僧
侶
が
洗
礼
を
受
け
た
り
し
て
お
り
一
五
六
九
年

（
永
禄
十
二
）
に
は
フ
ロ
イ
ス
が
岐
阜
城
で
信
長
に
謁
見
し
て
布
教
の
許
し
を
得
て
い

る
。
そ
の
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
の
時
代
に
も
、
秘
か
に
信
仰
を
受
け
継
い
で
い
た
宗

徒
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
織
田
信
長
が
斎
藤
龍
興
を
滅
ぼ
し
て
岐
阜
に
入
城
し
た
の

は
、
一
五
六
七
年
（
永
禄
十
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ス
が
布
教
の
許
可
を
得
て

以
後
、
美
濃
で
も
少
し
ず
つ
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
て
い
っ
た
。

一
五
七
九
年
（
天
正
七
）、
信
長
の
嫡
男
信
忠
は
、
岐
阜
を
訪
れ
た
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ

神
父
を
歓
待
し
、広
大
な
敷
地
を
教
会
建
設
の
た
め
提
供
し
た（『
岐
阜
県
史
通
史
編
』）。

そ
の
間
、
宣
教
師
た
ち
は
美
濃
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
五
八
一
年
（
天
正

九
）
ま
で
に
約
五
百
名
に
洗
礼
を
授
け
た
。
翌
年
三
月
ご
ろ
に
は
、
岐
阜
城
下
の
キ
リ

シ
タ
ン
信
徒
た
ち
の
要
望
に
よ
り
、
宣
教
師
セ
ス
ペ
デ
ス
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
パ
ウ

ロ
が
岐
阜
に
常
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
六
月
に
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
た
お
れ

る
と
、
岐
阜
城
下
の
教
会
等
の
施
設
は
破
壊
さ
れ
た
。

　

一
五
八
三
年
（
天
正
十
一
）、
信
長
の
死
後
、
岐
阜
城
主
と
な
っ
た
池
田
輝
政
や
、

そ
の
後
の
織
田
秀
信（
織
田
信
長
の
孫
）は
キ
リ
シ
タ
ン
を
保
護
し
た
。一
五
九
二
年（
文

禄
元
）、
岐
阜
に
入
城
し
た
織
田
秀
信
は
洗
礼
を
受
け
て
、
美
し
い
天
主
堂
を
建
て
た
。

ま
た
そ
こ
に
神
父
十
名
を
住
ま
わ
せ
て
資
金
援
助
を
行
い
、
家
臣
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
し
て
い
る
。し
か
し
秀
信
は
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
西
軍
に
加
担
し
た
た
め
に
、

敗
戦
後
は
失
脚
し
て
高
野
山
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
以
後
、
キ
リ

シ
タ
ン
を
保
護
し
て
き
た
西
軍
が
没
落
し
、
美
濃
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
の
多
く
は

帰
農
し
た
。
そ
の
中
で
大
久
保
石
見
守
長
安
が
美
濃
代
官
に
な
り
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
に

好
意
を
示
し
た
。
一
六
〇
一
年
（
慶
長
六
）、
大
久
保
長
安
が
美
濃
国
奉
行
と
な
っ
た
。

長
安
は
金
鉱
山
の
開
発
を
行
い
、
宣
教
師
が
教
え
た
水
銀
を
使
用
す
る
技
術
を
採
り
入

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
キ
リ
シ
タ
ン

「ロザリオ」（伝来不詳）「天神像」（伝来不詳）

「長崎大殉教図」（ローマ、ジェズ教会寄託複写）
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岐
阜
県
・
美
濃
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン

美
濃
地
方
の
宣
教
の
記
録
に
一
五
六
〇
年
（
永
禄
三
）
大
桑
の
城
主
土
岐
頼
藝
（
よ

り
な
り
）
の
弟
が
上
洛
し
た
時
、
こ
れ
に
従
っ
た
小
池
備
後
守
、
山
田
庄
左
衛
門
の
両

名
が
京
都
で
洗
礼
を
受
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
問
答
、
戒
律
、
洗
礼
式
、
葬
礼
式
等

を
写
し
て
美
濃
国
へ
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
ダ
リ
ヨ
高
山
飛

騨
守
が
美
濃
国
に
来
た
り
、
禅
宗
の
僧
侶
が
洗
礼
を
受
け
た
り
し
て
お
り
一
五
六
九
年

（
永
禄
十
二
）
に
は
フ
ロ
イ
ス
が
岐
阜
城
で
信
長
に
謁
見
し
て
布
教
の
許
し
を
得
て
い

る
。
そ
の
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
の
時
代
に
も
、
秘
か
に
信
仰
を
受
け
継
い
で
い
た
宗

徒
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
織
田
信
長
が
斎
藤
龍
興
を
滅
ぼ
し
て
岐
阜
に
入
城
し
た
の

は
、
一
五
六
七
年
（
永
禄
十
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ス
が
布
教
の
許
可
を
得
て

以
後
、
美
濃
で
も
少
し
ず
つ
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
て
い
っ
た
。

一
五
七
九
年
（
天
正
七
）、
信
長
の
嫡
男
信
忠
は
、
岐
阜
を
訪
れ
た
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ

神
父
を
歓
待
し
、広
大
な
敷
地
を
教
会
建
設
の
た
め
提
供
し
た（『
岐
阜
県
史
通
史
編
』）。

そ
の
間
、
宣
教
師
た
ち
は
美
濃
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
五
八
一
年
（
天
正

九
）
ま
で
に
約
五
百
名
に
洗
礼
を
授
け
た
。
翌
年
三
月
ご
ろ
に
は
、
岐
阜
城
下
の
キ
リ

シ
タ
ン
信
徒
た
ち
の
要
望
に
よ
り
、
宣
教
師
セ
ス
ペ
デ
ス
と
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
パ
ウ

ロ
が
岐
阜
に
常
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
六
月
に
本
能
寺
の
変
で
信
長
が
た
お
れ

る
と
、
岐
阜
城
下
の
教
会
等
の
施
設
は
破
壊
さ
れ
た
。

　

一
五
八
三
年
（
天
正
十
一
）、
信
長
の
死
後
、
岐
阜
城
主
と
な
っ
た
池
田
輝
政
や
、

そ
の
後
の
織
田
秀
信（
織
田
信
長
の
孫
）は
キ
リ
シ
タ
ン
を
保
護
し
た
。一
五
九
二
年（
文

禄
元
）、
岐
阜
に
入
城
し
た
織
田
秀
信
は
洗
礼
を
受
け
て
、
美
し
い
天
主
堂
を
建
て
た
。

ま
た
そ
こ
に
神
父
十
名
を
住
ま
わ
せ
て
資
金
援
助
を
行
い
、
家
臣
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
し
て
い
る
。し
か
し
秀
信
は
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
西
軍
に
加
担
し
た
た
め
に
、

敗
戦
後
は
失
脚
し
て
高
野
山
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
以
後
、
キ
リ

シ
タ
ン
を
保
護
し
て
き
た
西
軍
が
没
落
し
、
美
濃
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
の
多
く
は

帰
農
し
た
。
そ
の
中
で
大
久
保
石
見
守
長
安
が
美
濃
代
官
に
な
り
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
に

好
意
を
示
し
た
。
一
六
〇
一
年
（
慶
長
六
）、
大
久
保
長
安
が
美
濃
国
奉
行
と
な
っ
た
。

長
安
は
金
鉱
山
の
開
発
を
行
い
、
宣
教
師
が
教
え
た
水
銀
を
使
用
す
る
技
術
を
採
り
入

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
キ
リ
シ
タ
ン
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信
者
の
嫌
疑
と
生
前
の
汚
職
の
発
覚
に
よ
り
家
族
や
関
係
者
全
員
ま
で
厳
し
く
処
罰
さ

れ
て
い
る
。
大
久
保
長
安
が
一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
年
四
月
二
十
五
日
）、
六
十
九

歳
で
死
去
。
死
後
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
年
七
月
、
長
男
藤
十
郎
お

よ
び
、
外
記
、
権
三
郎
、
雲
十
郎
等
七
名
を
始
め
関
係
者
全
員
が
検
挙
さ
れ
斬
罪
お
よ

び
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
一
六
〇
六
年
（
慶
長
十
一
）
に
は
本
巣
郡
十
七
条
の
城
主
稲

葉
十
兵
衛
政
安
貞
が
家
臣
ら
五
十
余
名
と
共
に
洗
礼
を
受
け
た
。
ま
た
大
垣
城
主
石
川

康
通
も
受
洗
し
て
い
る
（
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス 　
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』）。

一
六
一
二
年（
慶
長
十
七
年
三
月
）、徳
川
家
康
は
禁
教
令
を
布
告
。
一
六
一
五
年（
元

和
元
）
に
な
る
と
、
宣
教
師
デ
ィ
エ
ゴ
は
美
濃
を
中
心
に
布
教
し
始
め
、
美
濃
地
方
か

ら
尾
張
の
北
部
に
か
け
て
次
第
に
信
徒
数
が
増
え
て
い
っ
た
。

一
六
一
六
年
（
元
和
二
）、
徳
川
家
康
は
死
去
す
る
が
、
後
任
の
将
軍
秀
忠
も
同
様

に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
発
し
た
。

一
六
一
九
年
（
元
和
五
年
十
月
六
日
）、
京
都
加
茂
川
六
条
河
原
で
、
神
父
一
名
、

信
徒
五
十
二
名
が
火
刑
で
殉
教
し
た
。
そ
の
内
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
、
ト
マ

ス
藤
衛
門
及
び
妻
ル
チ
ア
、
レ
オ
き
ゅ
う
す
け
及
び
妻
マ
ル
タ
の
六
名
が
尾
張
の
人
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
宣
教
師
や
日
本
人
神
父
に
よ

る
布
教
は
続
け
ら
れ
、
一
六
二
〇
年
（
元
和
六
）、
宣
教
師
の
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン

デ
ス
神
父
が
江
戸
へ
向
か
う
途
上
で
近
江
・
美
濃
・
尾
張
を
訪
問
し
、
翌
七
年
に
も
日

本
人
神
父
の
デ
ェ
エ
ゴ
・
結
城
が
布
教
の
一
環
と
し
て
近
江
・
美
濃
・
伊
勢
・
紀
伊
・

阿
波
を
歴
訪
し
、同
九
年
に
は
京
都
の
神
父
が
尾
張
・
美
濃
の
信
者
を
訪
れ
て
い
る（『
日

本
切
支
丹
宗
門
史
』）。
一
六
二
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
美
濃

で
は
七
十
一
ヶ
村
で
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
検
挙
さ
れ
処
刑
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
神
父
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
美
濃
で
は
農
民
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
が
続
け
ら

れ
て
い
た
。

先
述
の
と
お
り
、
一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
三
月
三
十
日
）
に
は
、
美
濃
国
可
児
郡

塩
村
と
太
田
村
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
捕
え
ら
れ
、美
濃
尾
張
に
か
け
て
大
弾
圧
が
始
ま
る
。

一
六
六
一
～
一
六
七
二
年
（
寛
文
年
間
）
の
尾
張
・
美
濃
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
検
挙

は
、
美
濃
か
ら
始
ま
っ
た
。
発
端
は
、
一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
三
月
一
日
）
に
、
旗

本
の
林
権
左
衛
門
が
尾
張
藩
御
国
奉
行
の
渡
辺
新
左
衛
門
に
対
し
て
、「
私
共
の
領
分

美
濃
国
可
児
郡
塩
、
帷
子
両
郷
に
切
支
丹
宗
徒
が
居
る
が
、
私
共
は
江
戸
に
あ
り
殊
に

小
身
者
に
て
領
地
に
役
人
を
置
い
て
い
な
い
。
恐
れ
な
が
ら
御
国
境
に
近
い
故
、
御
家

中
に
仰
せ
付
け
ら
れ
捕
縛
し
て
頂
き
た
い
」（
奥
村
智
咲　
『
切
支
丹
の
迫
害
史
』「
寛
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信
者
の
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と
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前
の
汚
職
の
発
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に
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り
家
族
や
関
係
者
全
員
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で
厳
し
く
処
罰
さ

れ
て
い
る
。
大
久
保
長
安
が
一
六
一
三
年
（
慶
長
十
八
年
四
月
二
十
五
日
）、
六
十
九

歳
で
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去
。
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後
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
年
七
月
、
長
男
藤
十
郎
お

よ
び
、
外
記
、
権
三
郎
、
雲
十
郎
等
七
名
を
始
め
関
係
者
全
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が
検
挙
さ
れ
斬
罪
お
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。
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（
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本
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の
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と
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に
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を
受
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た
。
ま
た
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垣
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主
石
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康
通
も
受
洗
し
て
い
る
（
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス 　
『
日
本
切
支
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宗
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史
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一
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一
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家
康
は
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。
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に
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と
、
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濃
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濃
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。
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）、
徳
川
家
康
は
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る
が
、
後
任
の
将
軍
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忠
も
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に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
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し
た
。
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一
九
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（
元
和
五
年
十
月
六
日
）、
京
都
加
茂
川
六
条
河
原
で
、
神
父
一
名
、

信
徒
五
十
二
名
が
火
刑
で
殉
教
し
た
。
そ
の
内
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
、
ト
マ

ス
藤
衛
門
及
び
妻
ル
チ
ア
、
レ
オ
き
ゅ
う
す
け
及
び
妻
マ
ル
タ
の
六
名
が
尾
張
の
人
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
宣
教
師
や
日
本
人
神
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に
よ

る
布
教
は
続
け
ら
れ
、
一
六
二
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年
（
元
和
六
）、
宣
教
師
の
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン

デ
ス
神
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が
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へ
向
か
う
途
上
で
近
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・
美
濃
・
尾
張
を
訪
問
し
、
翌
七
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に
も
日

本
人
神
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の
デ
ェ
エ
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・
結
城
が
布
教
の
一
環
と
し
て
近
江
・
美
濃
・
伊
勢
・
紀
伊
・

阿
波
を
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し
、同
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に
は
京
都
の
神
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が
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張
・
美
濃
の
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者
を
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て
い
る（『
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史
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六
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半
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四
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前
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に
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は
、
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で
は
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一
ヶ
村
で
多
く
の
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が
検
挙
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れ
処
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さ
れ
た
と
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さ
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て
い

る
。
神
父
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
美
濃
で
は
農
民
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
が
続
け
ら

れ
て
い
た
。

先
述
の
と
お
り
、
一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
三
月
三
十
日
）
に
は
、
美
濃
国
可
児
郡

塩
村
と
太
田
村
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
捕
え
ら
れ
、美
濃
尾
張
に
か
け
て
大
弾
圧
が
始
ま
る
。

一
六
六
一
～
一
六
七
二
年
（
寛
文
年
間
）
の
尾
張
・
美
濃
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
検
挙

は
、
美
濃
か
ら
始
ま
っ
た
。
発
端
は
、
一
六
六
一
年
（
寛
文
元
年
三
月
一
日
）
に
、
旗

本
の
林
権
左
衛
門
が
尾
張
藩
御
国
奉
行
の
渡
辺
新
左
衛
門
に
対
し
て
、「
私
共
の
領
分

美
濃
国
可
児
郡
塩
、
帷
子
両
郷
に
切
支
丹
宗
徒
が
居
る
が
、
私
共
は
江
戸
に
あ
り
殊
に

小
身
者
に
て
領
地
に
役
人
を
置
い
て
い
な
い
。
恐
れ
な
が
ら
御
国
境
に
近
い
故
、
御
家

中
に
仰
せ
付
け
ら
れ
捕
縛
し
て
頂
き
た
い
」（
奥
村
智
咲　
『
切
支
丹
の
迫
害
史
』「
寛
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永
・
正
保
・
慶
安
時
代
庄
屋
手
控
帳
」）
旨
申
し
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
尾
張
藩
は
、

同
日
に
足
軽
大
将
の
田
辺
四
郎
衛
門
ら
二
十
名
を
現
地
へ
派
遣
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒

二
十
四
名
を
捕
ら
え
て
名
古
屋
へ
連
行
し
た
。
こ
の
検
挙
で
捕
縛
さ
れ
た
塩
村
、
帷

子
村
の
信
徒
数
は
二
十
四
名
に
及
び
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
処
刑
さ
れ
た
可
能
性
が
強

い
。
検
挙
は
可
児
郡
ば
か
り
で
な
く
、
加
茂
郡
太
田
村
（
現
在
の
美
濃
加
茂
市
）
で
も

行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
尾
張
国
丹
羽
郡
に
も
波
及
し
て
、
尾
張
・
美
濃
の
キ
リ

シ
タ
ン
の
大
検
挙
と
な
っ
た
。
塩
村
で
は
一
六
六
三
年
（
寛
文
三
年
一
月
頃
）
ま
で
に

七
十
六
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
検
挙
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（『
濃
飛
両
国
通
史
』　
『
正

事
記
』
資
料
4
）。

　

笠
松
で
は
美
濃
郡
代
が
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
の
幕
府
直
轄
領
を
支
配
し
、
木
曽
・
長
良
・

揖
斐
三
大
河
川
の
治
水
事
業
の
施
工
管
理
を
務
め
て
い
た
。
そ
し
て
笠
松
陣
屋
に
牢
屋

を
置
き
、
罪
人
の
処
刑
も
行
っ
て
い
た
。
こ
の
場
所
は
現
在
の
笠
松
町
下
新
町
四
十
二

番
地
の
善
光
寺
で
あ
る
。
現
在
木
曽
川
河
川
敷
と
な
っ
て
い
る
「
田
代
」
に
は
、
か
つ

て
極
悪
人
の
処
刑
場
「
藤
掛
村
嫁
ヶ
淵
」（
柳
原
処
刑
場
）
が
あ
っ
た
。
寛
永
年
間
か

ら
寛
文
年
間
に
か
け
て
、
こ
こ
で
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
処
刑
さ
れ
、
埋
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、「
大
臼
（
だ
い
う
す
＝
天
主
の
意
）
塚
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大

臼
塚
跡
に
建
て
ら
れ
て
い
た
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
と
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
石
碑
は
、

一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
四
世
恵
尼
が
下
新
町
の
善
光
寺
境
内
に
移
し
た
と
さ
れ
る
。

　
『
尾
濃
葉
栗
見
聞
集
』
に
は
「
元
禄
十
丁
巳
歳
（
一
六
九
七
）、
濃
州
可
児
郡
塩
方
村

百
姓
切
支
丹
の
者
共
御
吟
味
の
上
、
笠
松
に
て
御
仕
置
こ
れ
あ
り
、
こ
の
節
大
宇
須
の

余
類
三
十
五
名
木
曽
川
通
り
笠
松
の
下
、
こ
こ
に
埋
め
て
、
し
る
し
の
塚
也
、
今
な
お

大
宇
須
塚
と
し
る
し
の
塚
に
松
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
検
挙
に
つ
い
て
は
疑

問
が
あ
る
と
し
て
も
、
寛
文
期
の
塩
周
辺
で
召
捕
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
笠
松
の
藤

掛
（
柳
原
）
処
刑
場
で
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
現
地
は
木
曽
川
右
岸
の
木

曽
川
橋
南
の
河
川
敷
で
あ
る
。
現
在
の
善
光
寺
は
旧
鮎
鮓
街
道
沿
い
の
市
街
地
の
中
に

あ
り
、
狭
い
入
り
口
を
入
る
と
奥
の
広
い
境
内
地
の
東
側
に
、
処
刑
地
の
大
臼
塚
跡
か

ら
移
設
し
た
石
碑
が
二
基
建
て
ら
れ
て
い
る
。

岐
阜
県
・
飛
騨
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
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永
・
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安
時
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屋
手
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で
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。
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張
藩
は
、

同
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に
足
軽
大
将
の
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辺
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郎
衛
門
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遣
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キ
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を
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ら
え
て
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古
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連
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し
た
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の
検
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縛
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、
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の
信
徒
数
は
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四
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及
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、
そ
の
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は
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刑
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た
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が
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い
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検
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は
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児
郡
ば
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で
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く
、
加
茂
郡
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田
村
（
現
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の
美
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加
茂
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わ
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接
す
る
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張
国
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郡
に
も
波
及
し
て
、
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張
・
美
濃
の
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シ
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の
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検
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と
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。
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で
は
一
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六
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（
寛
文
三
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一
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ま
で
に

七
十
六
名
の
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が
検
挙
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た
と
さ
れ
て
い
る
（『
濃
飛
両
国
通
史
』　
『
正

事
記
』
資
料
4
）。

　

笠
松
で
は
美
濃
郡
代
が
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
の
幕
府
直
轄
領
を
支
配
し
、
木
曽
・
長
良
・

揖
斐
三
大
河
川
の
治
水
事
業
の
施
工
管
理
を
務
め
て
い
た
。
そ
し
て
笠
松
陣
屋
に
牢
屋

を
置
き
、
罪
人
の
処
刑
も
行
っ
て
い
た
。
こ
の
場
所
は
現
在
の
笠
松
町
下
新
町
四
十
二

番
地
の
善
光
寺
で
あ
る
。
現
在
木
曽
川
河
川
敷
と
な
っ
て
い
る
「
田
代
」
に
は
、
か
つ

て
極
悪
人
の
処
刑
場
「
藤
掛
村
嫁
ヶ
淵
」（
柳
原
処
刑
場
）
が
あ
っ
た
。
寛
永
年
間
か

ら
寛
文
年
間
に
か
け
て
、
こ
こ
で
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
処
刑
さ
れ
、
埋
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、「
大
臼
（
だ
い
う
す
＝
天
主
の
意
）
塚
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大

臼
塚
跡
に
建
て
ら
れ
て
い
た
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
と
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
石
碑
は
、

一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
四
世
恵
尼
が
下
新
町
の
善
光
寺
境
内
に
移
し
た
と
さ
れ
る
。

　
『
尾
濃
葉
栗
見
聞
集
』
に
は
「
元
禄
十
丁
巳
歳
（
一
六
九
七
）、
濃
州
可
児
郡
塩
方
村

百
姓
切
支
丹
の
者
共
御
吟
味
の
上
、
笠
松
に
て
御
仕
置
こ
れ
あ
り
、
こ
の
節
大
宇
須
の

余
類
三
十
五
名
木
曽
川
通
り
笠
松
の
下
、
こ
こ
に
埋
め
て
、
し
る
し
の
塚
也
、
今
な
お

大
宇
須
塚
と
し
る
し
の
塚
に
松
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
検
挙
に
つ
い
て
は
疑

問
が
あ
る
と
し
て
も
、
寛
文
期
の
塩
周
辺
で
召
捕
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
笠
松
の
藤

掛
（
柳
原
）
処
刑
場
で
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
現
地
は
木
曽
川
右
岸
の
木

曽
川
橋
南
の
河
川
敷
で
あ
る
。
現
在
の
善
光
寺
は
旧
鮎
鮓
街
道
沿
い
の
市
街
地
の
中
に

あ
り
、
狭
い
入
り
口
を
入
る
と
奥
の
広
い
境
内
地
の
東
側
に
、
処
刑
地
の
大
臼
塚
跡
か

ら
移
設
し
た
石
碑
が
二
基
建
て
ら
れ
て
い
る
。

岐
阜
県
・
飛
騨
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン

「長崎大殉教図」（ローマ、ジェズ教会寄託複写 )
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一
六
四
〇
年
（
寛
永
十
七
）、
徳
川
幕
府
の
初
代
宗
門
改
め
役
に
就
任
し
た
大
目
付

井
上
筑
後
守
が
在
職
し
た
十
九
年
間
の
記
録
で
あ
る
『
契
利
斯
督
記
』（
キ
リ
ス
ト
記
）

に
は
、
飛
騨
で
検
挙
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
「
飛
騨
国
、
金
森
長
門
守
、
高
山

よ
り
宗
門
一
両
人
も
出
申
し
候
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
八
月
、
岐
阜
県
大
野
郡
荘
川
村
の
寺
で
、
マ
リ
ア
像
と
慶

長
版
『
ギ
ャ
ド
・
ペ
カ
ド
ル
』（
宗
教
書
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ

の
原
著
の
抄
訳
）が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
飛
騨
で
も
特
に
山
深
い
荘
川
の
地
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
飛
騨
地
方
で
も
キ
リ
シ

タ
ン
が
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
青
山
玄　
『
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
年
譜
と
史

跡
』、
同　
『
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
史
跡
め
ぐ
り
の
栞
』）。　

２  

北
陸
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
と
迫
害
の
歴
史

布
教
編

　

海
老
沢
有
道
に
よ
れ
ば
、「
越
前
北
の
庄
（
福
井
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
が
伝
え
ら
れ

た
の
は
、
荒
木
村
重
が
信
長
に
叛
い
た
時
、
配
下
の
高
槻
城
主
高
山
右
近
の
父
ダ
リ
ヨ

図
書
が
あ
く
ま
で
も
村
重
に
従
っ
た
の
に
対
し
、
信
長
が
右
近
の
功
に
よ
り
ダ
リ
ヨ
の

死
を
免
じ
て
一
五
七
九
年
（
天
正
七
）
柴
田
勝
家
預
け
と
し
、
北
の
庄
に
配
流
し
た
の

に
始
ま
る
」。

「
ダ
リ
ヨ
は
勝
家
の
保
護
の
下
に
自
由
な
生
活
を
送
り
、
そ
の
家
は
あ
た
も
教
会
の

如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
八
一
年（
天
正
九
年
五
月
）、

パ
ァ
ド
レ
＝
フ
ロ
イ
ス
に
日
本
人
イ
ル
マ
ン
＝
コ
ス
メ
や
高
槻
の
キ
リ
シ
タ
ン
ら
を
伴

わ
せ
て
北
の
庄
の
彼
を
訪
ね
さ
せ
た
。
フ
ロ
イ
ス
は
五
月
一
九
日
に
同
地
に
到
着
、
同

二
五
日
の
聖
体
の
祝
日
に
十
一
人
洗
礼
を
授
け
た
の
を
始
め
、
次
の
日
曜
ま
で
に
九
人

に
授
洗
、
ダ
リ
ヨ
は
自
費
を
投
じ
て
地
所
を
購
入
、
こ
こ
に
教
会
の
基
礎
が
作
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
信
長
の
死
後
、
ダ
リ
ヨ
は
高
槻
に
帰
っ
た
」（
海
老
沢
有
道　
『
地
方
切

支
丹
の
発
掘
』）。

　

若
狭
（
福
井
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
の
伝
来
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
五
九
三
年
（
文
禄
二
）
か
ら
小
浜
藩
主
と
な
っ
た
木
下
勝
俊
は
関
が
原
合
戦
に

中
立
不
参
加
で
あ
っ
た
た
め
に
領
国
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
六
〇
四
年
（
慶
長
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一
六
四
〇
年
（
寛
永
十
七
）、
徳
川
幕
府
の
初
代
宗
門
改
め
役
に
就
任
し
た
大
目
付

井
上
筑
後
守
が
在
職
し
た
十
九
年
間
の
記
録
で
あ
る
『
契
利
斯
督
記
』（
キ
リ
ス
ト
記
）

に
は
、
飛
騨
で
検
挙
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
「
飛
騨
国
、
金
森
長
門
守
、
高
山

よ
り
宗
門
一
両
人
も
出
申
し
候
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
）
八
月
、
岐
阜
県
大
野
郡
荘
川
村
の
寺
で
、
マ
リ
ア
像
と
慶

長
版
『
ギ
ャ
ド
・
ペ
カ
ド
ル
』（
宗
教
書
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ

の
原
著
の
抄
訳
）が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
飛
騨
で
も
特
に
山
深
い
荘
川
の
地
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
飛
騨
地
方
で
も
キ
リ
シ

タ
ン
が
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
青
山
玄　
『
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
年
譜
と
史

跡
』、
同　
『
尾
張
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
史
跡
め
ぐ
り
の
栞
』）。　

２  

北
陸
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
と
迫
害
の
歴
史

布
教
編

　

海
老
沢
有
道
に
よ
れ
ば
、「
越
前
北
の
庄
（
福
井
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
が
伝
え
ら
れ

た
の
は
、
荒
木
村
重
が
信
長
に
叛
い
た
時
、
配
下
の
高
槻
城
主
高
山
右
近
の
父
ダ
リ
ヨ

図
書
が
あ
く
ま
で
も
村
重
に
従
っ
た
の
に
対
し
、
信
長
が
右
近
の
功
に
よ
り
ダ
リ
ヨ
の

死
を
免
じ
て
一
五
七
九
年
（
天
正
七
）
柴
田
勝
家
預
け
と
し
、
北
の
庄
に
配
流
し
た
の

に
始
ま
る
」。

「
ダ
リ
ヨ
は
勝
家
の
保
護
の
下
に
自
由
な
生
活
を
送
り
、
そ
の
家
は
あ
た
も
教
会
の

如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
一
五
八
一
年（
天
正
九
年
五
月
）、

パ
ァ
ド
レ
＝
フ
ロ
イ
ス
に
日
本
人
イ
ル
マ
ン
＝
コ
ス
メ
や
高
槻
の
キ
リ
シ
タ
ン
ら
を
伴

わ
せ
て
北
の
庄
の
彼
を
訪
ね
さ
せ
た
。
フ
ロ
イ
ス
は
五
月
一
九
日
に
同
地
に
到
着
、
同

二
五
日
の
聖
体
の
祝
日
に
十
一
人
洗
礼
を
授
け
た
の
を
始
め
、
次
の
日
曜
ま
で
に
九
人

に
授
洗
、
ダ
リ
ヨ
は
自
費
を
投
じ
て
地
所
を
購
入
、
こ
こ
に
教
会
の
基
礎
が
作
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
信
長
の
死
後
、
ダ
リ
ヨ
は
高
槻
に
帰
っ
た
」（
海
老
沢
有
道　
『
地
方
切

支
丹
の
発
掘
』）。

　

若
狭
（
福
井
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
の
伝
来
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
五
九
三
年
（
文
禄
二
）
か
ら
小
浜
藩
主
と
な
っ
た
木
下
勝
俊
は
関
が
原
合
戦
に

中
立
不
参
加
で
あ
っ
た
た
め
に
領
国
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
六
〇
四
年
（
慶
長
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九
）
受
洗
し
、
ペ
テ
ロ
の
霊
名
だ
っ
た
と
い
う
。
領
国
を
追
わ
れ
た
木
下
に
代
わ
っ
て

一
六
〇
一
年
（
慶
長
六
）
京
極
高
次
が
小
浜
藩
主
と
な
っ
た
。
京
極
高
次
は
京
極
高
知

の
子
で
、
高
知
の
妻
は
一
五
八
一
年
（
天
正
九
）
に
安
土
で
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
か
ら
夫

と
共
に
受
洗
し
、
マ
リ
ア
の
霊
名
を
授
か
っ
た
。
高
次
は
母
マ
リ
ア
の
篤
信
に
よ
り
、

妻
、
お
は
つ
と
共
に
受
洗
し
た
。
京
極
高
知
が
丹
後
宮
津
の
領
主
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
若
狭
―
丹
後
―
京
坂
と
い
う
伝
道
経
緯
が
生
ま
れ
、
宣
教
師
の
布
教
活
動
が
活
発

と
な
っ
た
。

越
中
（
富
山
）
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
佐
々
成
政
が
越
中
を
統
治

し
始
め
た
頃
で
あ
っ
た
。
越
中
か
ら
北
の
庄
へ
や
っ
て
き
た
四
人
が
フ
ロ
イ
ス
か
ら
説

教
を
聞
い
て
帰
国
し
た
。
こ
の
四
人
が
初
め
て
キ
リ
シ
タ
ン
宗
を
越
中
に
も
た
ら
し
た

と
い
う
。
成
政
の
家
臣
コ
バ
・
ベ
ン
ト
（
実
名
不
明
）
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
、
も
と
柴
田

勝
家
に
仕
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
成
政
に
仕
え
厚
遇
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ン
ト
の
家
系

は
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
に
よ
れ
ば
内
藤
徳
庵
の
甥
で
、
一
五
七
四
年
（
天
正
二
）
に

父
玄
蕃
（
げ
ん
ば
）
と
共
に
フ
ロ
イ
ス
よ
り
受
洗
し
て
い
る
。
ベ
ン
ト
は
、
越
中
国
に

は
自
分
と
母
並
び
に
家
臣
五
、六
名
の
ほ
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
い
と
、述
べ
て
い
る
。

　
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
上
記
の
記
述
が
越
中
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
が
初
め
て
伝
わ
っ

た
記
録
の
よ
う
で
あ
る
。

加
賀
藩
の
地
で
あ
る
金
沢
、
能
登
地
方
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
が
初
め
て
伝
来
さ
れ
た
の

は
、
高
山
右
近
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
高
槻
城
主
、
後
に
明

石
城
主
に
な
っ
た
高
山
右
近
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

し
か
し
、豊
臣
秀
吉
に
よ
る
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
）「
伴
天
連
追
放
令
」（
禁
教
令
）

に
よ
り
、
最
終
的
に
は
追
放
の
身
と
な
る
。

前
田
利
家
は
秀
吉
の
態
度
が
軟
化
し
て
き
た
頃
を
み
は
か
ら
っ
て
、
右
近
に
つ
い

て
「
武
勇
の
ほ
か
茶
湯
、
連
歌
、
俳
諧
に
も
達
せ
し
人
で
あ
る
」
と
い
っ
て
と
り
な
し

た
。
前
田
利
家
か
ら
の
招
き
を
う
け
た
右
近
は
「
禄
は
軽
く
と
も
苦
し
か
ら
ず
、
耶
蘇

宗
の
一
ヶ
寺
建
立
下
さ
れ
ば
参
る
べ
し
」
と
の
条
件
を
だ
し
、
利
家
も
そ
れ
を
受
け
入

れ
た
。
こ
う
し
て
右
近
は
、そ
の
家
族
と
共
に
前
田
氏
お
預
け
の
形
で
金
沢
へ
下
っ
た
。

一
五
八
八
年
（
天
正
十
六
）
晩
夏
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
右
近
三
十

代
半
ば
で
あ
っ
た
。

右
近
が
金
沢
で
最
初
に
住
ん
だ
の
は
、
現
在
の
「
金
沢
21
世
紀
美
術
館
」
敷
地
内
で
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九
）
受
洗
し
、
ペ
テ
ロ
の
霊
名
だ
っ
た
と
い
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。
領
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追
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た
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下
に
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っ
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）
京
極
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次
が
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浜
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と
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た
。
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極
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は
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五
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と
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た
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と
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狭
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。
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。
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ベ
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、
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仕
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。
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の
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は
『
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日
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史
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に
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ば
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藤
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で
、
一
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玄
蕃
（
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ば
）
と
共
に
フ
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ス
よ
り
受
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し
て
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る
。
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越
中
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に

は
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と
母
並
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に
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、六
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の
ほ
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に
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。
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史
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の
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の
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に
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が
初
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。
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の
地
で
あ
る
金
沢
、
能
登
地
方
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
が
初
め
て
伝
来
さ
れ
た
の

は
、
高
山
右
近
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
高
槻
城
主
、
後
に
明

石
城
主
に
な
っ
た
高
山
右
近
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

し
か
し
、豊
臣
秀
吉
に
よ
る
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
）「
伴
天
連
追
放
令
」（
禁
教
令
）

に
よ
り
、
最
終
的
に
は
追
放
の
身
と
な
る
。

前
田
利
家
は
秀
吉
の
態
度
が
軟
化
し
て
き
た
頃
を
み
は
か
ら
っ
て
、
右
近
に
つ
い

て
「
武
勇
の
ほ
か
茶
湯
、
連
歌
、
俳
諧
に
も
達
せ
し
人
で
あ
る
」
と
い
っ
て
と
り
な
し

た
。
前
田
利
家
か
ら
の
招
き
を
う
け
た
右
近
は
「
禄
は
軽
く
と
も
苦
し
か
ら
ず
、
耶
蘇

宗
の
一
ヶ
寺
建
立
下
さ
れ
ば
参
る
べ
し
」
と
の
条
件
を
だ
し
、
利
家
も
そ
れ
を
受
け
入

れ
た
。
こ
う
し
て
右
近
は
、そ
の
家
族
と
共
に
前
田
氏
お
預
け
の
形
で
金
沢
へ
下
っ
た
。

一
五
八
八
年
（
天
正
十
六
）
晩
夏
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
右
近
三
十

代
半
ば
で
あ
っ
た
。

右
近
が
金
沢
で
最
初
に
住
ん
だ
の
は
、
現
在
の
「
金
沢
21
世
紀
美
術
館
」
敷
地
内
で
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あ
る
。
一
五
九
九
年
（
慶
長
四
）、
右
近
の
恩
人
で
あ
る
利
家
が
死
去
し
た
。
利
家
は

死
に
臨
ん
で
右
近
の
忠
誠
を
た
た
え
、
二
代
利
長
に
対
し
て
右
近
を
大
切
に
す
る
よ
う

に
と
遺
訓
を
与
え
た
。
利
家
亡
き
後
、
家
康
に
よ
る
利
長
謀
反
の
中
傷
の
な
か
、
右
近

と
横
山
長
知
（
な
が
ち
か
）
が
大
坂
の
家
康
の
も
と
に
弁
明
に
出
か
け
た
が
、
家
康
は

右
近
に
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
家
康
は
右
近
に
つ
い
て
「
右
近
麾
下
（
き
か
）
千
人

は
他
の
何
人
の
部
下
の
一
万
人
に
も
優
る
」
と
言
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
坂
か
ら

帰
っ
た
右
近
は
利
長
の
命
を
受
け
て
金
沢
城
の
防
備
の
た
め
修
築
。
ま
た
二
十
七
日
間

で
東
西
内
惣
構
を
掘
ら
せ
、
浅
野
川
に
注
ぐ
よ
う
に
し
た
。
一
ヶ
月
に
満
た
な
い
早
業

に
、
誰
一
人
と
し
て
驚
か
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
（
こ
の
東
西
内
惣
構
は
、
現

在
、
金
沢
市
指
定
史
跡
と
さ
れ
て
い
る
）。

　

二
代
目
利
長
は
一
五
九
〇
年
（
天
正
十
八
）
に
自
ら
ヴ
ァ
リ
ア
ー
ノ
宣
教
師
に
洗
礼

を
望
ん
だ
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、家
臣
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
こ
と
を
す
す
め
た
。

利
長
は
右
近
の
教
会
設
立
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
常
住
を
認
め
た
。

　

二
代
藩
主
前
田
利
長
の
保
護
下
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
拡
大
の
様
子
は
次
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

一
六
〇
三
年
（
慶
長
八
）
右
近
は
金
沢
に
多
く
の
人
を
収
容
で
き
る
司
祭
館
を
建
設

し
た
が
、
能
登
に
あ
る
知
行
地
に
二
つ
の
教
会
が
設
け
ら
れ
一
つ
は
右
近
の
弟
、
太
郎

右
衛
門
が
、
他
は
右
近
の
家
臣
の
一
人
が
世
話
を
し
た
。
志
賀
町
に
は
、
右
近
の
子
孫

伝
承
が
今
に
至
る
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
右
近
が
志
賀
町
の
大
坂
村
に
来
た
こ

と
や
、
右
近
に
仕
え
た
百
姓
の
名
が
記
さ
れ
た
文
書
も
遺
さ
れ
て
い
る
。

七
尾
に
は
右
近
と
関
わ
り
の
深
い
遺
品
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
「
本
行
寺
」
が
あ
る
。

能
登
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
右
近
譜
代
の
家
来
と
越
前
か
ら
き
た
武
士
で
、
北

国
キ
リ
シ
タ
ン
の
総
数
は
千
五
百
人
に
も
達
し
て
い
た
。

一
六
〇
八
年
（
慶
長
十
三
）
こ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
右
近
が
自
前
で
御
馳
走
を

用
意
し
自
筆
の
招
待
状
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
人
が
来
て
、
右
近
も
キ
リ
シ
タ
ン

も
心
打
た
れ
た
と
い
う
。
こ
の
年
の
洗
礼
者
百
四
十
名
。
こ
の
よ
う
な
教
勢
の
拡
大
に

つ
い
て
、
一
六
一
五
年
の
年
報
で
は
「
金
沢
教
会
は
日
本
で
最
も
繁
栄
し
た
貴
族
集
団

で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
別
の
報
告
で
は
「
一
般
の
民
衆
の
改
宗
し
た
も
の
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
」
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、前
田
氏
は
「
百

姓
の
持
ち
た
る
国
」
と
言
わ
れ
た
一
向
宗
徒
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
後
に
、
高
山
右
近

を
迎
え
た
の
で
、
右
近
周
辺
の
武
士
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
増
え
た
が
、
民
衆
ま
で
に
及
ば

な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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二
代
藩
主
利
長
は
一
六
〇
五
年
（
慶
長
十
）、
十
三
歳
の
利
常
に
藩
主
を
譲
り
、
富

山
城
に
退
老
し
た
。
四
十
四
歳
の
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
が
、
対
徳
川
政
策
と
し
て
、
金

沢
城
の
幼
主
を
、
は
る
か
に
見
守
っ
た
。
し
か
し
、
一
六
〇
九
年
（
慶
長
十
四
年
三
月
）

富
山
城
下
の
火
災
に
よ
り
、
城
も
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

　

利
長
は
高
山
右
近
に
命
じ
て
、
高
岡
に
平
城
の
縄
張
り
（
設
計
）
を
命
じ
た
。
そ
し

て
、
突
貫
工
事
に
よ
り
そ
の
年
の
九
月
十
三
日
に
魚
津
城
か
ら
新
城
の
高
岡
城
へ
入
っ

た
。
そ
の
後
徳
川
幕
府
の
一
六
一
五
年
（
慶
長
二
十
）
一
国
一
城
令
に
よ
り
高
岡
城
は

廃
城
と
な
り
、
今
は
掘
と
一
部
の
石
垣
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。

　

一
六
一
二
年
（
慶
長
十
七
）
の
徳
川
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
よ
り
、
右
近
は

一
六
一
四
年
（
慶
長
十
九
年
二
月
十
五
日
）
に
家
族
ら
を
引
き
連
れ
、
金
沢
を
出
発
、

坂
本
を
経
て
、
四
月
末
長
崎
着
。
十
一
月
八
日
福
田
港
船
出
、
十
二
月
二
十
一
日
マ
ニ

ラ
着
。
そ
の
後
四
十
日
ほ
ど
で
熱
病
に
冒
さ
れ
、
マ
ニ
ラ
の
地
で
一
六
一
五
年
二
月
四

日
か
ら
五
日
に
か
け
て
の
真
夜
中
に
帰
天
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
加
賀
藩
の
布
教
は

終
焉
し
た
（
資
料
５
）。

迫
害
編

◇  

福
井
県
下
の
迫
害

福
井
藩
で
は
一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）
に
「
で
う
す
門
徒
を
穿
鑿
（
せ
ん
さ
く
）
し
、

十
人
組
互
い
に
検
索
せ
し
め
」
ま
た
一
六
四
三
年
（
寛
永
二
十
）
に
田
代
養
仙
、
無
請

三
竹
（
奥
田
家
祖
）
の
訴
人
が
あ
っ
た
こ
と
「
契
利
斯
督
記
」
に
福
井
七
、八
名
。
丸

岡
三
名
の
類
族
存
命
者
以
外
、
迫
害
殉
教
の
口
碑
、
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
政
策
は
比
較
的
寛
大
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
も
田
代
、
奥
田
両
家

は
藩
医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

小
浜
藩
で
は
藩
主
と
な
っ
て
い
た
酒
井
忠
勝
が
一
六
三
四
年
（
寛
永
十
一
）
に
小
浜

町
、
敦
賀
町
に
条
々
を
発
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
を
厳
禁
し
た
。
当
時
、
老
中
と
し
て
幕

府
の
中
枢
に
参
画
し
て
い
た
忠
勝
が
、
領
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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っ
て
、
加
賀
藩
の
布
教
は

終
焉
し
た
（
資
料
５
）。

迫
害
編

◇  

福
井
県
下
の
迫
害

福
井
藩
で
は
一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）
に
「
で
う
す
門
徒
を
穿
鑿
（
せ
ん
さ
く
）
し
、

十
人
組
互
い
に
検
索
せ
し
め
」
ま
た
一
六
四
三
年
（
寛
永
二
十
）
に
田
代
養
仙
、
無
請

三
竹
（
奥
田
家
祖
）
の
訴
人
が
あ
っ
た
こ
と
「
契
利
斯
督
記
」
に
福
井
七
、八
名
。
丸

岡
三
名
の
類
族
存
命
者
以
外
、
迫
害
殉
教
の
口
碑
、
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
政
策
は
比
較
的
寛
大
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
も
田
代
、
奥
田
両
家

は
藩
医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

小
浜
藩
で
は
藩
主
と
な
っ
て
い
た
酒
井
忠
勝
が
一
六
三
四
年
（
寛
永
十
一
）
に
小
浜

町
、
敦
賀
町
に
条
々
を
発
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
を
厳
禁
し
た
。
当
時
、
老
中
と
し
て
幕

府
の
中
枢
に
参
画
し
て
い
た
忠
勝
が
、
領
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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加
賀
藩
（
加
賀
、
能
登
、
越
中
）
の
領
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
を
だ
し
た

の
は
、
一
六
一
六
年
（
元
和
二
）、
家
康
が
死
去
し
た
年
で
あ
っ
た
。
加
賀
藩
で
は
、

元
和
期
の
一
六
二
三
年
ま
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、

一
六
二
〇
年
代
に
入
っ
て
、
長
崎
で
厳
し
い
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
行
わ
れ
、
そ
の
嵐
は

加
賀
に
も
迫
り
、
鈴
木
孫
左
衛
門
一
族
に
も
弾
圧
の
手
が
降
り
か
か
っ
て
き
た
。

　

一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）
高
山
右
近
の
法
弟
と
伝
え
ら
れ
た
孫
左
衛
門
（
知
行
千
石

の
上
級
武
士
）
は
江
戸
定
詰
め
と
し
て
出
府
中
、
領
内
で
は
宗
門
改
め
が
あ
っ
た
。
孫

左
衛
門
は
内
心
信
仰
し
て
い
た
と
の
訴
え
が
あ
り
江
戸
で
捕
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
神
田

川
の
畔
で
処
刑
さ
れ
た
。
越
中
、
魚
津
在
住
の
孫
左
衛
門
の
家
族
は
魚
津
で
処
刑
さ
れ

た
。
金
沢
で
は
孫
左
衛
門
と
懇
意
の
沢
市
と
い
う
座
頭
の
夫
婦
他
十
人
ば
か
り
の
キ
リ

シ
タ
ン
が
捕
え
ら
れ
沢
市
夫
婦
は
金
沢
の
泉
野
で
磔
刑
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
日
本

切
支
丹
宗
門
史
』
で
は
、「
八
月
五
日
、
デ
イ
エ
ゴ
・
ス
ズ
ケ
と
他
十
一
人
の
者
が
北

国
で
斬
首
さ
れ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
く
な
る
一
方
の
禁
制
下
で
、

国
内
に
潜
伏
し
て
い
た
宣
教
師
に
よ
っ
て
、
上
方
と
北
国
で
五
百
六
十
人
も
の
洗
礼
を

授
け
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

　

一
六
三
七
年
（
寛
永
十
四
）「
島
原
・
天
草
一
揆
」（
最
新
の
歴
史
学
で
は
「
乱
」
で

は
な
く
「
一
揆
」
と
い
う
）
が
起
こ
っ
た
。
翌
年
、
一
揆
を
全
滅
さ
せ
た
幕
府
は
「
伴

天
連
訴
人
褒
賞
制
」
す
な
わ
ち
密
告
制
度
を
全
国
に
広
げ
た
。
加
賀
藩
は
そ
れ
ま
で
、

高
山
右
近
が
追
放
さ
れ
た
後
、
形
式
的
な
棄
教
者
を
多
く
温
存
し
て
い
た
た
め
、
幕
府

と
は
別
に
加
賀
藩
独
自
に
褒
賞
金
を
追
加
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
あ
っ
た
。「
島
原

天
草
一
揆
」
後
の
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
激
烈
を
き
わ
め
、「
宗
門
改
帳
」「
宗

旨
人
別
帳
」
の
制
度
が
で
き
た
。
こ
れ
は
全
国
の
人
々
に
仏
教
信
仰
を
強
制
し
、
所
属

し
た
寺
院
と
の
間
に
「
信
仰
に
よ
る
契
約
関
係
」
を
設
定
、
檀
那
寺
に
キ
リ
シ
タ
ン
で

な
い
こ
と
を
証
明
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
ま
た
絵
踏
み
が
広
く
行
わ
れ
た
。
幕
府
は

一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）「
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
令
」
を
発
令
し
た
。
こ
れ
は
キ
リ
シ

タ
ン
本
人
か
ら
四
代
に
わ
た
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
と
し
て
監
視
す
る
制
度
だ
っ
た
。

加
賀
藩
の
類
族
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
能
登
珠
洲
正
院
に
「
大
野
久
右
衛
門

一
族
」
の
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

一
七
四
〇
年（
元
文
五
年
十
一
月
）越
中（
高
岡
）の
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
記
録
に「
一

銭
剃
転
切
支
丹
喜
右
衛
門
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
ま
た
富
山
県
氷
見
か
ら
発
見
さ
れ
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加
賀
藩
（
加
賀
、
能
登
、
越
中
）
の
領
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
を
だ
し
た

の
は
、
一
六
一
六
年
（
元
和
二
）、
家
康
が
死
去
し
た
年
で
あ
っ
た
。
加
賀
藩
で
は
、

元
和
期
の
一
六
二
三
年
ま
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
も
の
の
、

一
六
二
〇
年
代
に
入
っ
て
、
長
崎
で
厳
し
い
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
行
わ
れ
、
そ
の
嵐
は

加
賀
に
も
迫
り
、
鈴
木
孫
左
衛
門
一
族
に
も
弾
圧
の
手
が
降
り
か
か
っ
て
き
た
。

　

一
六
三
〇
年
（
寛
永
七
）
高
山
右
近
の
法
弟
と
伝
え
ら
れ
た
孫
左
衛
門
（
知
行
千
石

の
上
級
武
士
）
は
江
戸
定
詰
め
と
し
て
出
府
中
、
領
内
で
は
宗
門
改
め
が
あ
っ
た
。
孫

左
衛
門
は
内
心
信
仰
し
て
い
た
と
の
訴
え
が
あ
り
江
戸
で
捕
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
神
田

川
の
畔
で
処
刑
さ
れ
た
。
越
中
、
魚
津
在
住
の
孫
左
衛
門
の
家
族
は
魚
津
で
処
刑
さ
れ

た
。
金
沢
で
は
孫
左
衛
門
と
懇
意
の
沢
市
と
い
う
座
頭
の
夫
婦
他
十
人
ば
か
り
の
キ
リ

シ
タ
ン
が
捕
え
ら
れ
沢
市
夫
婦
は
金
沢
の
泉
野
で
磔
刑
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
日
本

切
支
丹
宗
門
史
』
で
は
、「
八
月
五
日
、
デ
イ
エ
ゴ
・
ス
ズ
ケ
と
他
十
一
人
の
者
が
北

国
で
斬
首
さ
れ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
く
な
る
一
方
の
禁
制
下
で
、

国
内
に
潜
伏
し
て
い
た
宣
教
師
に
よ
っ
て
、
上
方
と
北
国
で
五
百
六
十
人
も
の
洗
礼
を

授
け
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

　

一
六
三
七
年
（
寛
永
十
四
）「
島
原
・
天
草
一
揆
」（
最
新
の
歴
史
学
で
は
「
乱
」
で

は
な
く
「
一
揆
」
と
い
う
）
が
起
こ
っ
た
。
翌
年
、
一
揆
を
全
滅
さ
せ
た
幕
府
は
「
伴

天
連
訴
人
褒
賞
制
」
す
な
わ
ち
密
告
制
度
を
全
国
に
広
げ
た
。
加
賀
藩
は
そ
れ
ま
で
、

高
山
右
近
が
追
放
さ
れ
た
後
、
形
式
的
な
棄
教
者
を
多
く
温
存
し
て
い
た
た
め
、
幕
府

と
は
別
に
加
賀
藩
独
自
に
褒
賞
金
を
追
加
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
あ
っ
た
。「
島
原

天
草
一
揆
」
後
の
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
激
烈
を
き
わ
め
、「
宗
門
改
帳
」「
宗

旨
人
別
帳
」
の
制
度
が
で
き
た
。
こ
れ
は
全
国
の
人
々
に
仏
教
信
仰
を
強
制
し
、
所
属

し
た
寺
院
と
の
間
に
「
信
仰
に
よ
る
契
約
関
係
」
を
設
定
、
檀
那
寺
に
キ
リ
シ
タ
ン
で

な
い
こ
と
を
証
明
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
ま
た
絵
踏
み
が
広
く
行
わ
れ
た
。
幕
府
は

一
六
八
七
年
（
貞
享
四
）「
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
令
」
を
発
令
し
た
。
こ
れ
は
キ
リ
シ

タ
ン
本
人
か
ら
四
代
に
わ
た
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
と
し
て
監
視
す
る
制
度
だ
っ
た
。

加
賀
藩
の
類
族
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
能
登
珠
洲
正
院
に
「
大
野
久
右
衛
門

一
族
」
の
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

一
七
四
〇
年（
元
文
五
年
十
一
月
）越
中（
高
岡
）の
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
記
録
に「
一

銭
剃
転
切
支
丹
喜
右
衛
門
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
ま
た
富
山
県
氷
見
か
ら
発
見
さ
れ
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た
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
の
文
書
「
務
形
書
上
申
切
支
丹
一
巻
」
は
能
登
、
羽
咋
の
吉
野
屋

村
の
人
と
の
関
わ
り
も
示
し
て
お
り
、
今
後
詳
細
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
絶
滅
作
戦
に
よ
り
、
類
族
も
絶
え
て
「
根
切
り
」
と
な
っ
た
。
加
賀
藩

の
根
切
り
は
高
山
右
近
と
と
も
に
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
内
藤
徳
庵
の
子
孫
が
加
賀
藩

に
戻
っ
て
き
て
、
棄
教
し
た
う
え
で
類
族
と
し
て
監
視
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
つ

ぎ
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。「
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
晦
日
、
転
切
支

丹
類
族
内
藤
三
知
没
し
、
加
賀
藩
に
於
け
る
こ
の
種
の
者
跡
を
絶
つ
」。

内
藤
三
知
の
死
去
で
、
加
賀
藩
役
人
把
握
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
絶
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
加

賀
藩
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
い
な
く
な
っ
た
が
、
長
崎
に
は
何
千
人
も
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
生

き
延
び
て
い
た
こ
と
が
、
翌
年
の
一
八
六
五
年
（
元
治
二
）
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

旧
暦
の
二
月
二
〇
日
に
大
浦
天
主
堂
に
や
っ
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
一
行
が
プ
チ

ジ
ャ
ン
神
父
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
り
出
た
。
こ
の
弾
圧
下
の
信
徒
発
見

は
「
宗
教
史
上
の
奇
跡
」
と
い
わ
れ
る
。

長
崎
の
浦
上
か
ら
金
沢
藩
に
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）、
五
百
人
以
上
卯
辰
山
（
金

沢
市
内
）
に
幽
閉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
経
緯
は
別
記
す
る
。

　
二  

浦
上
四
番
崩
れ


